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２０２２年６月１８日 第４３回諜報研究会発表レジュメ 

                          山本武利 

日中戦争時の大新聞の部数拡張狂奔 

―愛媛県八幡浜市大登新聞舗（大阪朝日専売店） 

 

１，本社―編集と販売の両軸の有機的強化 

〇紙面 軍への批判から軍の侵略支援への急展開―高原操編集局長の更迭 

  肉弾三勇士の歌、火野葦平小説の掲載 

大阪本社  とめどなき帝国主義への協賛、「満州版」「台湾版」新設 

「神風」号の世界一周 、献機キャンペーン 

〇大阪毎日との販売競争―間島事件（松山）・朝日毎日の激突・裁判  

『新聞販売外史』２７０頁 

   川上富蔵『毎日新聞販売史』戦前・大阪編、３４９～３６６頁 

短期での部数拡張目標達成  本社からの部数拡張支援―資金、人員、技術 

各地店員の北支前線激励団派遣  

〇 技術革新 

新聞界への電送写真導入の契機 昭和３年 御即位御大典 大西林五郎『日本新聞販売史』

昭和６年 ４９５頁 

「篠山萩原（毎日専売店）は大きいニュースがあると本社から電話送稿を受け、自店で号外

を印刷」昭和９年 川上富蔵『毎日新聞販売史』３００頁 

 

 

２，有力販売店への重点補強 

〇 地方有力販売店名での号外発行―電送・印刷 

   「大阪朝日新聞」八幡浜号外 昭和 13 年１月１０日発行、第１４８号 

            青島占領 

〇 豆電送 本社から販売店へ 昭和１１年１１月２９日 
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〇  地 元 出 身 兵 士 の 生 死  愛 媛 新 聞 今 西 晋 記 者 資 料
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〇 名古屋師団の戦死者の名簿を前線本部で入手し、遺族を販売員が訪問し、写真を入手し、

紙面に掲載し、遺族に感謝され、部数を増やす（『朝日新聞名古屋本社五十年史』２９１－

2 頁）。 

〇 公報より早かった地方版の戦死者情報 今西光男『新聞 資本と経営の昭和史』１６４

―１６５頁 

〇 「大阪朝日販売月報」１３・１・１５ 販売地方版 

〇 「信陽号外」１３・10・12 日  第１７５号 販売店メモ：読者率普及率調査八幡浜

市６６２５戸中１２００部 

末端販売店から前線への「連絡員」の派遣 

〇 従軍連絡員「大阪朝日販売月報」１４・５・１５ 大阪本社から 

   記者２８０名 映画班４７名、写真班６６名、無電班４２名、航空版６８名 

   兵站庶務１９名、 連絡員１１００名（原稿や写真を後方基地に送ったり、連絡する

ー小林新聞舗から２名）『小林新聞舗の１００年、１２１頁』 
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３，有力専売店側での本社協力 

〇 大登弥平への上野社長の感謝状 ９・１ 

〇 大阪での関西朝日会総会 間島（松山）、大登（八幡浜）『朝日新聞販売百年史』（大阪

編）３３７頁 

〇 記者報告会  園田重廣 愛宕公会堂 cf 『清六の戦争』８１頁 

〇 大登弥平君 大阪朝日専売所主、明治３９年開業、店員７名、明治７年生まれ、家族は

６名（巨人軍沢村投手の長女の婚家）、印刷業を営み洋紙、煙草の販売。発行本社への希望

は自由増減。 

八幡浜市には他に河野新聞店個人、店員７名、大毎扱い 

川之石町、那須新聞店那須義治、個人 山本商店新聞部主山本儀平、個人 

   新聞之新聞社昭和８年版 
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昭和１４年８月１日 



 

7 

 

 

 

            昭和１２年８月１３日 

 

 

４，驚異的な部数拡大 

〇 部数増加グラフ 大正１５年１月から昭和１５年１２月 棒グラフ 

 １５年間で倍増 １１００部から２２４０部へ（千丈、若山を含む） 

１，大正１５年から昭和５年 
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２、昭和１１年から昭和１５年 

部数１９００部から２２４０部へ 
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